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※開削部分に影響幅0.5mを足し、舗装幅の半面以下は半面復旧、超える場合は全面復旧となります。（転圧期間は原則2ヵ月間）

横断図 道路組成図 占用面積

仮復旧 本復旧 HIVPφ20　L＝4.5m
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境界 境界 170 150  ＝0.117

 ≒0.12㎡

1.1 200 200 ※小数点以下第3位は切り上げてください。

　HIVPφ20 L=4.5

700 700

※配水管が1.2mの場合は、給水管は1.1mと表記し、配水管が0.9m（浅埋）の場合は、給水管は0.8mと表記してください。

※町道舗装の一般例です。路線により組成は異なります。
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